
4
月
16
日(

土)

13
時
30
分
よ
り
、
大
府

公
民
館
に
て
大
府
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も

あ
り
、
昨
年
同
様
に
規
模
を
縮
小
し
、
感
染

防
止
対
策
を
行
っ
た
上
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

令
和
4
年
度
の
新
役
員
は
次
の
方
で
す
。

「
会
長
」

櫻
井

義
道

「
副
会
長
」

鷹
羽

文
男

山
崎

千
晶

岩
本

重
美

「
相
談
役
」

伊
藤

政
昭

「
事
務
局
長
」

山
本

正
清

「
書
記
」

馬
場

尚
子

「
会
計
」

山
川

陽
子

竹
内

由
美
子

「
委
員
」

二
宮

敏
樹

金
子

寿
恵

「
自
治
区
代
表
」

沼
澤

光
男

「
広
報
部
会
長
」

武
陵

良
介

「

〃

副
部
会
長
」

首
藤

亮
太

近
藤

辰
憲

「
家
庭
教
育
部
会
長
」

伴

初
美

「

〃

副
部
会
長
」

深
谷

豊

近
藤

由
美
子

稲
垣

一
昌

山
下

康
二

「
環
境
部
会
長
」

野
村

尚
史

「

〃

副
部
会
長
」

加
古

丞
二

濱
口

寛
之

「
健
康
部
会
長
」

小
久
保

雅
晴

「

〃

副
部
会
長
」

柴
田

学

近
藤

峰
生

知
念

広
秋

鈴
木

秀
規

「
文
化
福
祉
部
会
長
」

山
崎

千
晶

「

〃

副
部
会
長
」

楢
本

幸
弘

宮
沢

英
寿

深
谷

恵
利
子

稲
葉

裕
加
里

足
立

孝
生

関
根

圭
人

「
運
動
会
部
会
長
」

藤
中

智
徳

「

〃

副
部
会
長
」

前
原

健
太
郎

寺
島

清
治

清
水

博
子

岡
田

和
代

な
お
、
本
年
度
は
左
図
の
組
織
で
運
営
さ

れ
ま
す
。

地
域
に
お
住
ま
い
の
方
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
支
え
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

大
府
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
現
在
、
委
員
を

自
治
区
の
各
組
や
地
域
各
団
体
か
ら
推
薦
い

た
だ
き
、
役
員
、
部
会
、
委
員
会
等
に
所
属

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
繋
が
り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
地
域

の
大
き
な
力
と
な
る
事
が
で
き
る
よ
う
地
域

貢
献
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
盛
り
上
げ
る
委
員

や
ス
タ
ッ
フ
に
興
味
が
あ
る
方
、
参
加
い
た

だ
け
る
方
が
み
え
ま
し
た
ら
、
積
極
的
な
お

申
込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

《
申
し
込
み
、
連
絡
先
》
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長
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櫻井会長

令
和
４
年
度

大
府
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
会

募
集
！

大
府
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
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大
府
市
立
大
府
小
学
校

校
長

伴

浩
人
さ
ん

今
回
は
大
府
小
学
校
長
の
伴

浩
人
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

大
府
生
ま
れ
の
大
府
育
ち
で
す
。
大
学
を

卒
業
後
、
豊
田
市
の
小
学
校
で
教
員
の
道
を

歩
み
始
め
ま
し
た
。
東
浦
町
の
小
中
学
校
や

大
府
市
の
中
学
校
に
勤
務
し
た
後
、
東
浦
町

教
育
委
員
会
に
勤
務
し
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
勤
務
後
は
、
東
浦
町
と
東
海
市
の
小
学
校

に
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
知
多
教
育
事

務
所
に
勤
務
し
、
昨
年
度
、
大
府
小
学
校
に

赴
任
し
ま
し
た
。

【
大
府
小
学
校
の
印
象
と
子
ど
も
へ
の
想
い
】

明
治
六
年
に
登
高
学
校
と
し
て
開
校
し
て

以
来
、
百
五
十
年
続
く
大
府
小
学
校
へ
の
赴

任
が
決
ま
っ
た
と
き
、
そ
の
伝
統
と
責
任
の

重
さ
に
大
変
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま

し
た
。
実
際
に
赴
任
し
て
み
る
と
、
学
校
が

地
域
や
卒
業
生
の
方
々
か
ら
深
く
愛
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
保
護
者
の
皆
様
の
教
育
へ
の
期

待
が
と
て
も
強
い
こ
と
、
落
ち
着
い
た
学
校

生
活
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
自
分
か
ら
考
え

て
行
動
で
き
る
こ
と
な
ど
を
実
感
し
て
い
ま

す
。私

は
、
義
務
教
育
の
役
割
は
「
自
立
の
礎

を
築
く
こ
と
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
ら

考
え
て
行
動
で
き
る
お
お
ぶ
っ
子
が
、
さ
ら

に
た
く
ま
し
い
心
と
身
体
を
も
ち
な
が
ら
今

の
自
分
を
超
え
よ
う
と
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

続
け
、
豊
か
な
人
生
を
歩
ん
で
い
く
、
そ
ん

な
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

【
地
域
の
方
へ
の
お
願
い
】

自
立
す
る
こ
と
は
、
孤
立
す
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
と
つ
な
が
り
自
分
の
よ
さ

を
生
か
し
て
、
支
え
支
え
ら
れ
な
が
ら
生
き

て
い
く
こ
と
が
自
立
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
私
た
ち
教
職
員
も
、
子
ど
も
た
ち
が
自

分
の
よ
さ
に
気
付
き
自
己
肯
定
の
気
持
ち
が

も
て
る
よ
う
に
支
え
て
い
き
ま
す
。
地
域
の

皆
様
に
も
、
ぜ
ひ
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
主
な
行
事
予
定

・
5
月
21
日(

土)

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

(

横
根
グ
ラ
ウ
ン
ド)

・
5
月
29
日(

日)

大
府
市
一
斉
ご
み
ゼ
ロ
運
動

中
止

・
6
月
12
日(

日)

花
壇
の
花
植
替
え

(

駅
西
・
駅
前)

・
8
月
6
日(

土)

、
7
日(

日)

第
41
回

大
府
夏
ま
つ
り

(

大
府
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー)

・
9
月
24
日(

土)

、
25
日(

日)

大
府
公
民
館
ま
つ
り

(

大
府
公
民
館)

・
10
月
22
日(

土)

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

(

横
根
グ
ラ
ウ
ン
ド)

・
11
月
6
日(

日)

第
49
回

大
府
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
会

(

大
府
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド)

・
11
月
13
日(

日)

花
壇
の
花
植
替
え

(

駅
西
・
駅
前)

・
2
月
5
日(

日)

大
府
公
民
館
芸
能
祭

(

大
府
公
民
館)

・
3
月
5
日(

日)

第
29
回

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

(

大
府
小
学
校
体
育
館)

５
月

６
月

８
月

９
月

10
月

11
月

２
月

３
月

・
あ
い
さ
つ
運
動

毎
月
第
1
月
曜
日

大
府
小
学
校

毎
月
第
3
月
曜
日

大
東
小
学
校

・
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル

毎
月
第
3
金
曜
日

そ
の
他
の
予
定

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
行
事
が

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。


